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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 2 月 1 8 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 1 8 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 1 4 1 4 9 1 ( P 2 0 2 3 - 1 4 1 4 9 1 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 1 0 月 5 日 ( 2 0 2 3 . 1 0 . 5 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 1 8 8
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 4 7 8 3 7 ( P 2 0 2 2 - 4 7 8 3 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ １ ０ Ｄ 8 9 / 6 0 ( 2 0 2 5 . 0 1 )
   Ｈ １ ０ Ｄ 8 4 / 8 0 ( 2 0 2 5 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 7 / 0 4 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 7 / 0 6 １ ０ ２ Ａ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 7 / 0 6 ３ １ １ Ｂ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 2 7 / 0 6 ３ １ １ Ａ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 2 月 7 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 内 部 回 路 Ｃ の 動 作 電 圧 は 目 的 に 応 じ て 変 化 す が 、 本 実 施 形 態 で は こ の 動 作 電 圧 を ２  
Ｖ と し 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に は ２ Ｖ が 印 加 さ れ る こ と と す る 。
　 一 般 に 、 内 部 回 路 の 動 作 電 圧 が ２ Ｖ の 場 合 に は 、 内 部 回 路 に 含 ま れ る Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス  
タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 真 性 破 壊 電 圧 は ５ ． ５ Ｖ 程 度 と な る 。 こ の た め 、 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 が 存  
在 し な け れ ば 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に 静 電 気 が 放 電 さ れ た 場 合 、 内 部 回 路 に 含 ま れ る Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン  
ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 に ５ ． ５ Ｖ 以 上 の 電 圧 が 印 加 さ れ 破 壊 し て し ま う 。
　 つ ま り 、 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 １ ０ ０ は 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 の 電 圧 が ５ ． ５ Ｖ 以 上 に な る 前 に 保 護 動  
作 を し 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に 内 部 回 路 Ｃ の 動 作 電 圧 の ２ Ｖ が 印 加 さ れ て い る 場 合 に は 保 護 動 作 し  
な い よ う に す れ ば よ い 。 ま た 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 真 性 耐 圧 も  
５ ． ５ Ｖ と な る よ う に ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 膜 厚 を 設 定 す れ ば よ い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １ ３ ａ の 不 純 物 濃 度 を 調 整 す る こ と で 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １  
１ ０ の し き い 値 電 圧 、 寄 生 ダ イ オ ー ド の ア バ ラ ン シ ェ 降 伏 電 圧 、 及 び 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ  
ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 の 調 整 が 可 能 で あ る 。
上 記 し た よ う に 、 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 １ ０ ０ は Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 の 電 圧 が ５ ． ５ Ｖ 以 上 に な る 前 に 保  
護 動 作 を し 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に 内 部 回 路 Ｃ の 動 作 電 圧 の ２ Ｖ が 印 加 さ れ て い る 場 合 に は 保 護 動  
作 を し な い 必 要 が あ る の で 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ の し き い 値 電 圧 、 寄 生 ダ イ オ ー  
ド の ア バ ラ ン シ ェ 降 伏 電 圧 、 及 び 、 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 を Ｐ 型 中 濃  
度 領 域 １ １ ３ ａ の 不 純 物 濃 度 を 調 整 す る こ と で ２ Ｖ 以 上 か つ ５ ． ５ Ｖ 以 下 に 調 整 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 保 護 動 作 １ だ け で は 、 図 ７ Ｂ の 実 線 で 示 し た 「 立 ち 上 が り 時 間 が 短 い 入 力 電 圧 の 場  
合 」 と 同 様 の 電 流 － 電 圧 特 性 と な り 、 小 さ い 面 積 で は 内 部 回 路 Ｃ を 保 護 で き な く な る 。 内  
部 回 路 Ｃ を 保 護 す る た め に は 、 よ り 大 き い サ ー ジ 電 流 を 流 す た め に ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ の ゲ  
ー ト 幅 を 広 げ な け れ ば な ら な い が 、 そ の 結 果 、 レ イ ア ウ ト 面 積 が 大 き く な り 、 リ ー ク 電 流  
も 大 き く な る 。
　 従 来 の Ｇ Ｇ － Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 の 場 合 に は 、 ゲ ー ト 電 極 が Ｖ Ｓ Ｓ 端 子 に 接 続 さ れ  
て い る た め 、 ゲ ー ト ・ ド レ イ ン 間 の 半 導 体 表 面 近 傍 の 電 界 が 強 く な り 表 面 ブ レ イ ク ダ ウ ン  
が 発 生 し 、 そ れ に よ っ て 生 成 さ れ た キ ャ リ ア が 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 を 誘 発  
さ せ る 。 一 方 で 、 本 実 施 形 態 で は 、 ゲ ー ト 電 極 が ド レ イ ン 電 極 に 接 続 さ れ て い る た め 、 Ｇ  
Ｇ － Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 の 様 に 表 面 ブ レ イ ク ダ ウ ン に よ る 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス  
タ の 動 作 は 期 待 で き な い が 、 Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １ ３ ａ が あ る こ と で 、 Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １  
３ ａ と Ｎ 型 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ １ ４ ａ の 接 合 部 が 成 す 寄 生 ダ イ オ ー ド で ア バ ラ ン シ ェ 降  
伏 が 生 じ る 為 、 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 を 誘 発 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 寄 生 ダ イ オ ー ド の ア バ ラ ン シ ェ 降 伏 電 圧 と そ れ に よ っ て 動 作 を 誘 発 さ れ る 寄 生 バ イ  
ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 も 、 し き い 値 電 圧 同 様 に Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １ ３ ａ の 不 純  
物 濃 度 で 調 整 す る 。
　 寄 生 ダ イ オ ー ド の ア バ ラ ン シ ェ 降 伏 電 圧 も し き い 値 同 様 に 、 内 部 回 路 Ｃ の 動 作 電 圧 ２ Ｖ  
を Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に 印 加 し た 際 に 所 望 の リ ー ク 電 流 以 下 に な る よ う に ２ Ｖ 以 上 に 調 整 す る 。 そ  
れ に よ っ て 動 作 を 誘 発 さ れ る 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 も 自 ず と ２ Ｖ 以 上  
に な る 。 ま た 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 か ら 印 加 さ れ た Ｅ Ｓ Ｄ サ ー ジ か ら 内 部 回 路 Ｃ を 守 る た め に 、 寄  
生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 は ５ ． ５ Ｖ 以 下 に な る よ う に 調 整 す る 。 こ の 時 、  
寄 生 ダ イ オ ー ド の ア バ ラ ン シ ェ 降 伏 電 圧 を ２ Ｖ 以 上 に し た 際 に 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス  
タ の ト リ ガ 電 圧 が ５ ． ５ Ｖ を 越 え て し ま う 場 合 は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ の ゲ ー ト  
長 を 短 く し 、 寄 生 バ イ ポ ー ラ の ト リ ガ 電 圧 だ け を 下 げ 調 整 す る 。 ま た 、 ゲ ー ト 電 極 が Ｇ Ｇ  
－ Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 の 様 に Ｖ Ｓ Ｓ 端 子 に 接 続 さ れ て い な い た め 、 Ｇ Ｇ － Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ  
Ｓ Ｄ 保 護 回 路 よ り も 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 の ト リ ガ 電 圧 を 下 げ や す く 、 内 部  
回 路 を 保 護 し や す い と い う 利 点 も あ る 。
こ の 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 に よ り 、 Ｎ 型 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ １ ４ ａ か ら Ｎ  
型 高 濃 度 ソ ー ス 領 域 １ １ ４ ｂ に 上 記 の 保 護 動 作 １ で あ る チ ャ ネ ル 領 域 に 流 れ る サ ー ジ 電 流  
と は 別 に 、 チ ャ ネ ル 領 域 よ り 深 い 部 分 （ － Ｚ 方 向 ） の 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 領 域 に  
よ り 多 く の サ ー ジ 電 流 を 流 す こ と が で き る （ 保 護 動 作 ２ ） 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 つ ま り 、 サ ー ジ 電 流 を 流 す 経 路 は 、 チ ャ ネ ル 領 域 に 流 れ る 電 流 経 路 （ 保 護 動 作 １ ） と チ  
ャ ネ ル 領 域 よ り 深 い 部 分 （ － Ｚ 方 向 ） の 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 領 域 に 流 れ る 電 流 経  
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路 （ 保 護 動 作 ２ ） の ２ つ の 経 路 が 存 在 す る た め 、 従 来 技 術 の 中 で も 面 積 的 に 有 利 で あ る Ｇ  
Ｇ － Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 よ り も 更 に 面 積 を 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に 、 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 １ ０ ０ は 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 と Ｖ Ｓ Ｓ 端 子 と の 間 に 、 所 定 の 動 作  
電 圧 で 動 作 す る 内 部 回 路 Ｃ と 並 列 に 接 続 さ れ て お り 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ を 有 す  
る 。 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ は 、 Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に Ｎ 型 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ １ ４ ａ 及 び  
ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ が 接 続 さ れ 、 Ｖ Ｓ Ｓ 端 子 に Ｎ 型 高 濃 度 ソ ー ス 領 域 １ １ ４ ｂ が 接 続 さ れ て  
い る 。 こ の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ は 、 図 ２ Ｆ に 示 す よ う に 、 し き い 値 電 圧 、 寄 生 ダ  
イ オ ー ド の ツ ェ ナ ー 降 伏 電 圧 、 及 び 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 が 、 内 部 回  
路 Ｃ の 動 作 電 圧 よ り も 高 く 、 か つ 内 部 回 路 Ｃ の 破 壊 電 圧 及 び Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０  
の ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ １ ５ の 破 壊 電 圧 よ り も 低 い 。
　 こ れ に よ り 、 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 １ ０ ０ は 、 レ イ ア ウ ト 面 積 を 小 さ く で き 、 か つ リ ー ク 電 流  
を 低 減 で き る と と も に 、 容 量 結 合 Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 で 生 じ て し ま う 誤 動 作 を 防 止 す  
る こ と が で き る 。
　 ま た 、 図 １ 及 び 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｆ に 示 す 実 施 形 態 の 場 合 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ の  
ゲ ー ト １ １ ０ Ｇ が Ｖ Ｄ Ｄ 端 子 に 直 接 接 続 さ れ て い る た め 、 急 激 な サ ー ジ 電 流 の 流 入 に よ っ  
て 保 護 動 作 １ お よ び 保 護 動 作 ２ が 十 分 に 行 わ れ る 前 に ゲ ー ト １ １ ０ Ｇ の 電 位 が Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト  
ラ ン ジ ス タ １ １ ０ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 耐 圧 を 超 え 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 が 破 壊 す る 場 合 が あ る 。 そ  
の 場 合 は 、 以 下 に 示 す 変 形 例 １ に よ っ て 破 壊 を 回 避 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ Ｂ は 、 図 ４ Ａ に 示 し た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ に お い て 、 Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １  
３ ａ の 代 わ り に Ｎ 型 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ １ ４ ａ の 直 下 に Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １ ３ ｂ を 形 成  
し た 以 外 は 、 図 ４ Ａ に 示 し た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ ０ と 同 様 と す る 構 造 で あ る 。
　 図 ４ Ｂ の 構 造 に す る こ と で 、 図 ４ Ａ と 同 等 の 効 果 を 得 ら れ る だ け で な く 、 Ｐ 型 中 濃 度 チ  
ャ ネ ル 領 域 １ １ ７ 直 下 の 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ベ ー ス 領 域 濃 度 が 図 ４ Ａ よ り も 薄  
く な る た め 、 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 が 下 が り 、 図 ４ Ａ よ り も 内 部 回 路  
Ｃ を 保 護 し や す く な る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ Ｄ か ら 図 ４ Ｇ は 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ に 示 し た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に お  
い て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ １ ５ 及 び ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ の 側 壁 に サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー サ １ １ ９  
を 設 け た 以 外 は 、 そ れ ぞ れ 図 ２ Ａ 及 び 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ に 示 し た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と  
そ れ ぞ れ 同 様 と す る 構 造 で あ る 。 図 ４ Ｈ は 、 図 ４ Ｇ に 示 し た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に お い  
て 、 Ｎ 型 低 濃 度 領 域 １ １ ８ ａ を 浅 く 形 成 し た Ｎ 型 低 濃 度 領 域 １ １ ８ ｂ に 変 え た 以 外 は 、 図  
４ Ｇ に 示 し た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 同 様 と す る 構 造 で あ る 。
　 こ の サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー サ １ １ ９ は 一 般 の 半 導 体 製 造 工 程 で 利 用 さ れ る 技 術 で あ り 、  
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ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ １ ５ 及 び ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ の 形 成 後 に 、 全 面 に 形 成 し た 絶 縁 膜 を エ ッ チ バ  
ッ ク で 除 去 し て 形 成 さ れ る 。 図 ４ Ｄ か ら 図 ４ Ｈ を 利 用 す る こ と で 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー  
サ を 使 用 す る 製 造 工 程 に お い て も 追 加 工 程 無 し で 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 図 ４ Ｄ か ら ４ Ｆ に お い て 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー サ １ １ ９ の 直 下 に Ｎ 型 領 域 が  
存 在 し な い 。 こ の 様 な 構 造 の 場 合 、 ゲ ー ト 電 極 １ １ ６ に プ ラ ス の 電 圧 を 印 加 し た 際 に サ イ  
ド ウ ォ ー ル ス ペ ー サ １ １ ９ の 直 下 の チ ャ ネ ル が 反 転 し づ ら く な る た め 、 チ ャ ネ ル 電 流 は 流  
れ づ ら く 、 通 常 の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と し て 利 用 す る 場 合 に は 問 題 と な る が 、 上 記 の よ う  
に 本 発 明 で は Ｎ 型 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ １ ４ ａ と Ｐ 型 中 濃 度 領 域 １ １ ３ ｂ の 間 で の ア バ ラ  
ン シ ェ 降 伏 に よ り 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ を 動 作 さ せ 、 か つ ゲ ー ト が Ｇ Ｇ － Ｍ Ｏ Ｓ 型  
Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 の 様 に 接 地 さ れ て い な い 為 、 ア バ ラ ン シ ェ 降 伏 に よ っ て 発 生 し た 正 孔 が チ  
ャ ネ ル 部 の 電 位 も 上 昇 さ せ 、 寄 生 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ に よ る 電 流 以 外 に チ ャ ネ ル 電 流  
も 流 す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 構 造 に お い て も 保 護 動 作 １ お よ び 保 護 動 作 ２  
が 働 き 、 内 部 回 路 Ｃ を 保 護 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 の サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー サ １ １  
９ 下 の チ ャ ネ ル が 反 転 し づ ら く な る 理 由 か ら 、 リ ー ク 電 流 も 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 は 、 第 １ の 端 子 と 第  
２ の 端 子 と の 間 に 、 所 定 の 動 作 電 圧 で 動 作 す る 被 保 護 回 路 と 並 列 に 接 続 さ れ て お り 、 Ｎ Ｍ  
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 。 こ の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ は 、 第 １ の 端 子 に ド レ イ ン 及 び ゲ  
ー ト が 接 続 さ れ 、 第 ２ の 端 子 に ソ ー ス が 接 続 さ れ て お り 、 し き い 値 電 圧 及 び 寄 生 バ イ ポ ー  
ラ ト ラ ン ジ ス タ の ト リ ガ 電 圧 が 、 動 作 電 圧 よ り も 高 く 、 か つ 被 保 護 回 路 の 破 壊 電 圧 及 び Ｅ  
Ｓ Ｄ 保 護 回 路 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 破 壊 電 圧 よ り も 低 い 。
　 こ れ に よ り 、 こ の Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 は 、 レ イ ア ウ ト 面 積 を 小 さ く で き 、 か つ リ ー ク 電 流 を  
低 減 で き る と と も に 、 容 量 結 合 Ｍ Ｏ Ｓ 型 Ｅ Ｓ Ｄ 保 護 回 路 で 発 生 す る よ う な 誤 動 作 を し な い  
よ う に す る こ と が で き る 。
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